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In vivo 蛍光検出法の一つ。臓器に蛍光プローブを導入後、光ファイバーを埋め込み、光ファイ

バーを介して励起光の照射と蛍光の検出を行う。装置は、レーザーあるいは LED 光源、ダイク

ロイックミラー、ファイバーパッチケーブル、 光検出器やカメラなどの検出系から成る。Cre マウ

スやウイルスベクターを用いた遺伝学的手法により蛍光プローブを導入する細胞を限定すること

で、特定の細胞群における蛍光変化を in vivo 自由行動下でリアルタイムに捉えることができる。

神経活動に伴う細胞内カルシウムイオン濃度上昇を蛍光強度の増大に変換することができる 

Genetically encoded calcium indicators (GECI) と組み合わせることで、脳局所における神経

活動を観察できる（「3-9. Ca2+ プローブ」参照）。ただし、空間分解能は低いため、個々の細胞から

の蛍光を区別したり、細胞内局在を観察したりすることは難しい。そのような場合には、小型顕微

鏡 miniscope を使用するなど、目的に応じて使い分けることが必要である。 
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図: ファイバーフォトメトリー法の模式図 

この例では、緑色の GECI である GCaMP を神経細胞に発現させ、カルシウム濃度依存的

な 470 nm に対する蛍光と、カルシウム濃度非依存な 400 nm に対する蛍光を検出している。

両者の比を取ることで神経活動を反映した蛍光強度変化を算出できる。 


